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か
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
。
を
め
ざ
し
、
建
設
を
進
め
て
い

ま
し
た
各
種
施
殻
が
こ
の
ほ
ど
計
画
通
り
完
成
し
ま
し
た

。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
道
・
農
道
を
整
備
し
た
他
、
上
林
高
智
集
会
所
、

堀
池
消
防
ポ
ン
プ
蔵
置
所
な
ど
を
建
設
し
ま
し
た。

分部成
!

既
ー

業事理整画

ι(別府)ポンプ蔵置所建設事葉



ぶ

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
決
し
て
安
全
な
も
の
と
は

言
え

ま
せ
ん
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
も
、
ス

ポ
ー

ツ
活
動
中
の
事
故
や
自
動
車
や

バ
イ
ク
で
の
交
通
事
故
な
ど
、
学
生

生
活
で
の
事
故
は
年
々
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
私
だ
け
は
大
丈
夫
と
い
う

保
障
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
、
国
民
年

金
に
は
障
害
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
や
が
て

は
老
後
を
迎
え
、
年
金
生
活
に
入
る

こ
と
で
し
ょ
う

。

そ
の
と
き
に
受
け

る
老
齢
基
礎
年
金
は
、

二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間

加
入
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
満
額
の
年

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す

。
加
入
す
る
時
期
は
平
成
三
年
四
月

一
日
現
在
、
二
十
歳
以
上
の
学
生
は
、

平
成
三
年
四
月

一
日
が
加
入
す
る
日

に
な
り
ま
す
。
平
成

三
年
四
月

一
日

以
後
に
二
十
歳
に
な
っ
た
方
は
、

二

十
歳
に
な
っ
た
H

が
加
入
す
る
日
に

な
り
ま
す
。

加
入
の

手
続
き
が
遅
れ
て
も

、
こ

の
日
に
遡
っ
て

加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
万

一
の
た
め
、
ま
た

国

年

金

民

二
十
歳
が
ス
タ
ー
ト
/

国
民
年
金

学
生
も
加
入
し
ま
す

の~-y し幸良広(3) 

老
後
の
た
め
に
備
え
て
、
今
す
ぐ
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
済
ま
せ
ま

l
レ
ト
ふ
、
っ
。

年
金
手
帳
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

年
金
子
帳
は
、
国
民
年
金
や
厚
生

年
金
に
初
め
て
加
入
し
た
と
き
に
交

付
さ
れ
ま
す
。

年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記

号
番
号
は
、
国
民
年
金
な
ど
へ
の
加

入
の
記
録
等
を
管
理
す
る
た
め
の
も

の
で
、

一
つ
の
制
度
で
の
番
号
は

一

生
を
通
じ
て
変
わ
り
ま
せ
ん
。

最
初
に
交
付
さ
れ
た
年
金
子
帳
は
、

学
生
か
ら
社
会
人
、
サ
ラ
リ

ー

マ
ン

か
ら
自
営
業
・
専
業

主
婦
へ
と
職
種

か
変
わ
っ
た
場
合
で
も
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
大
切
に
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

。

同
じ
制
度
で
の
記
号
番
号
が
、

二

つ
以
上
あ
っ
た
り
、
氏
名
が
変
わ
っ

て
登
録
さ
れ
て
い
る
と
、
年
金
を
請

求
す
る
と
き
に
間
違
い
の
も
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
と
き
に

は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

年
金
子
帳
を

二
冊
以
上
持
っ
て

い
る
と
き
は
、
「

記
号
番
号
重
複
取

消
届
」

に
年
金
子
帳
を
添
え
て
提

出
し
ま
す
。

二

年
金
手
帳
を
な
く
し
た
と
き
は
、

「

再
交
付
申
請
書
」

を
提
出
し
て

再
交
付
を
受
け
ま
す

。

三

氏
名
が
変
わ

っ

た
と
き
は
、
「
氏

名
変
更
届
」

に
年
金
手
帳
を
添
え

て
提
出
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
優
良
健
康
家
庭
表
彰

町
民
大
運
動
会
に
お
い

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
四
月

二
十
六
日
、

て
、
優
良
健
康
家
庭
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
一
二ヶ
年
間
(
昭

和
六
十
三
年
度
か
ら
平

成
二
年
度
ま
で
)
と

一
ヶ
年
間
(
平
成

二
年
度
)
医
療
機
関
に
受
診
せ
ず
、

か
っ
、
保
険
税
を
完
納
さ
れ
た
八
十
四
世
帯
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
世
帯
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
一
二
ヶ
年
間

(
樋
口
)

(
西
岡
)

池
川
信

子

藤
岡
貢

(
北
野
田
)

八
木
武
雄

一
ヶ
年
間

(
山
之
内
)

和
田
次
郎

和
田
良
介

両
須
山
県
サ
ダ
子

田
中
花
子

高
橋
尚
子

松
下
光
栄

白
石
知
子

中
山

亘

(
牛
淵
)

上
坂
槽
子

平
岡
弓
子

(
南
野
田
)

高
市
カ
ツ
ミ

中
嶋

早
苗

穴n
口
梅

子

渡
部
英
俊

森
儀
正

武
智
幸
江

i度佐 ，.....， ，.....， 葛世
部伯 牛田 原良
アマ 冨
キス 測窪 友美
ヨミ..._， ..._， 悪江

波
部
道
幸

和
田
光

子

菅
喜

久
雄

(
志
津
川
)

宮
田
芳
子

(
西
岡
)

(
見
奈
良
)

(
田
窪
)

大
内
千
鶴
子

大
島
春
樹

野
木
弘

三

三
好
彰
良

平
岡
楠
太
郎

森
富
子

藤
家
サ
ダ
カ

佃
光
香

森
百
合

子

森
一
カ
ス
ミ

野
首
修
治

中
島
ア
ヤ
子

長
田
武
彦

遠
富
玉
悪

高
橋
光
子

八
塚
次
郎

(
下
林
)

(
樋
口
)

林
勇

一
橋
千
代
子

大
西
フ
サ

子

菅
野
幸
子

伊
賀
テ
ル
ミ

宮
田
増
枝

杉
本
妙
子

高
須
錠
シ
ズ
ヱ

大
野
ス
ミ
ヱ

松
崎
直
人

上
田
絹
枝

(
北
野
田
)

和
田
サ
カ

エ

(
上
林
)

森
秀(
下
林
)

(
上
村
)

(
志
津
川
)

宮
本
ス
ム

松
田
時
子

(
南
野
田
)

八
塚
君
代

杉
尾
寛

恒
岡
ち
づ
る

(
横
河
原
)

笠
松
肇

瀧
宮

季
善

増
田

奇
行

平
岡
将
五
郎

渡
部
清
治

東
久
子

渡
部
志
乃

高
須
賀
伸

一

宮
倉
カ
ヤ
子

(
見
奈
良
)

横
山
信
悪

平
岡
賢

(
上
林
)

森

薫
平

渡
辺
ハ
ツ

加
藤
園
雄

二
宮

情

松
浦
健

渡
部
敏
之

横
田
富
志
子

林
マ
サ
子

山
之
内

勇

藤
井
紀

子

武
智
サ
ツ
キ

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

年
金
住
宅
融
資
で

愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会
は

「
年
金

住
宅
融
資
」
の
申
し
込
み
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
方
i

現
在
厚
生
年
金
保

険
の
加
入
者
で
、
加
入
期
間
が
三

年
以
上
あ
る
方

資
金
の
使
い
み
ち
|

新
築
住
宅
・
マ

ン
シ
ョ
ン

・
建
売
住
宅

、

中
古
住

宅
の
購
入
お
よ
び
増
改
築
な
ど
の

住
宅
改
良
資
金

融
資
金
額
l

所
要
資
金
の
八
十

%
以

内
で
、
最
高

一
千
九
百
四
十
万
円

ま
で
(
老
人

・

身
障
者
同
居
と
在

宅
ケ
ア
の
割
り
増
し
あ
り
)

融
資
利
率
|

年
五
・

二
一
O%

貸
付
)

般

返
済
方
法
l

元
金
均
等
返
済

・

一冗
利

均
等
返
済
の
選
択
が
で
き
る

。

返
済
期
間
|

住
宅
の
種
類
に
よ

っ
て

五
年
か
ら
三
十
五
年

受
付
期
限

六
月
十
九
日
働
ま
で
の

予
定

問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

(
宮4
1

・

7
6
6
7
)
ま
で
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町
職
員
人
事

町
長
助
役

収
入
役

総課
長

謀
長
補
佐

係
長

O

H
 

の'1' 

主
査

O
主
事

し

o 
n属 用県主

J/ " 務派 事 11
託 員遺補

幸良広

jに
l.t. 課

長
課
長
補
佐

O
主

査

主
査
側

主
事

O

H
 

束
村

高
須
賀

野
中

務

課

11 

和
田
正

加
藤
章

門
田
孝
明

宮
崎
良

輔

大
北
栄

二

近
藤
ま
ゆ
み

加
藤
厚
志

渡
部
剛
士

山
内
美
和
子

森
誠
司

高
須
賀
政
史

渡
部
貞
夫

渡
部
清
子

丸
岡
昭
治

笠
松
キ
ク

エ

野
中
千
秋

画

課

山門大青露井
本田森木口上

郎寛旭

0
・
・
・
・
・
・
新
採
用

0
・
:

異
動

登秘交官庶~~. ~~刊 行総
書通え務政 A 財・政務

選ニ 崎市

文統~~ ì争起世テ 宮古人全
記者ー 言十話 芸: f:資 f 用存事般

外
勤
内
勤
運
転
手

内
勤

電
話
交
換

一 千忠隆憲、!糞
英志昭弘 三 継

企
画
全
般

L
E
同
地
・
総

A
N

公
附区

画
繋
理

設
計
・
土
木

総
合
公
園

区
画
整
理

O 
D属技 主主
師 事

託補補事

電課
長

課
長
補
佐

主

査

O
主
事

台円
旦
叩
土
寸

1

1

 

出室
長
補
佐

主
査

主
事

手見課
長

課
長
補
佐

O
係
長

主
査

o 
p}，品 主

11 IJ 事 11

託補

住査課
軒目
i:li:長

算納務民
竹村僑波
森上本部

課

野東宮小和
中 内山田

室
加済山
藤 川 内

課

八
木
淳

一
郎

中
川

秀
孝

伊
賀
悌

二

山
内

弘
子

中
矢

淳

水
田
一
典

宇
都
宮
由
孝

渡
部
真
也

弁
門
亀
男

高
橋
政
信

課

武日
智野

尚雄康
樹紀剛 美

庶
務

工
業
団
地

設
計
・
土
木

実 i羊仁 j登
穂一司男正

世

事
全
般

《山
臨時
凍
民
維
持
-

ン
ス
テ
ム川
崎
町
辺
川

11 

キ
l

パ
ン
手ャ
l

恵孝数
子 F 延

A :z;; 

11 11 

税
務
全
般

特
別
1

地
保
山
悦

同
定
資
曜
悦
・
川
悦

凶
民
檀
曜
保
険
脱

法
人
町
民
悦
・
同
夜

庶
務
・

収
納
管
内

固
定
資
縫
税

住
民
税
・
県
税

日
以
悦
収
納

­

H

山
町
仮M
M

時
自
動
車
悦
窓

u

証
明

町
税
徴
収

由鶴
賞 ZE、

住
民
全
般

国
民
年
金

係
長

主

査

主
事

主
事
補

。
主
事
補

嘱
託

厚

計

。 00 0
保 主主主係存謀

11 健 11 事 "" 11 !ま
婦補事査長 f~ 長

11 

窪
田
正

永
野
昌

二

高
市

圭
二

牧
正
人

間
中
聡
司

野
中
純

子

木
林

辛T
一

新
谷
ゆ
り

塩
見
エ
リ
子

森
道
子

生

課

11 11 11 11 

H

宅
智
内
川

民
年
金

同
民
健
康
保
険

主
人
保
健

制
民
健
康
保
険

老
人
保
健

解
色
a

冊
、
仰附畑
温R
S
帽F
L
』
­

w
-
w
b
r
e“町J
r

'x

r
1
w山
ι必
根

ド
官
附
・
日
以
基
本

内
制
・
印
廷
証
明

作
収
蝉
山
m
M
mT
h晶T
hH
“
輸

ド

E

・
印
置
証
明

タ
イ
プ

宮
内

れ
は
M
Wぬ
留
保y
b
a
T
ー
がU
釧験

ド
日
・

印

E

証
明

外
同

A
q
u

戸
商
社

民
基
本

古

桜

印

置

証
明

G
H』白
冊

砂
恵
巾
門

同
民
館
出
保
険
レ

セ
プ
ト
山
検

在
人
保
憧
レ
セ
プ

L
r
ム
・
ふ-
R

e
t
 

保義足需品111 児総支町民 f呆厚
dι 川;、童控説 ~:I 生健生
お ita 苦福;市高術 f街全

能訓l thy ，F祉附品約l 生生般

11 11 11 

m 
圭H

11 場
管
耳型

村
会
一
川
枇
咋門川

↓
ム
カ
抽
信
伊
主η

4
d
lよ
H
W
百
点
寸マ
才
リ

ホ
l

ム
ヘ
ル
パi

11 11 

嘱

託

高
橋
富
美
乃

武
智
良
子

ホ

L.. 
へ
Jレ
，、

11 

同
和
対
策
室

嘱霊

託程

i也 i也
田 川

清義
一 晴

笠間
1:1:- 手口

桶芸
談事
員業

産
業
経
済
課

謀
長

謀
長
補
佐

係
長
附

主
査
制

O
主
査

主
査
側

主
事

O

H

 

水
田
博
孝
産
業
経
済

全
般

山
内

一
正
操
業
委
員
会

束
村
雅

則

域
社
曲・

2

森
知
男
農
業
土
木

池
川
英

信
は
場
整

備

池
田
俗

二

農
業
土
木

野
中
忍
川
崎
袋
詰

・
林
業

安
井
重
幸
削
閥
単

一
・

4問
l

H

大
西
聖
子
庶
務

技
師
森
忠
臣
農
業
土
木

H

大
西
匡
宏
農
業
土
木

主
事

高
須
賀
章
夫
農
業
娠
興

@
技
師
補
池
田
覚
志
農
業
土
木

(
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
)

嘱
託
大
森
稔
管

国
土
調
査
課

課
長

総
長
補
佐

O
係
長

主
事

岡 f岡高戒池伊
本 原能 川 賀

一 弘由忠
勇彦 一 子徳 功

地 l在地中
11 籍籍お
調調主
査務査 42

11 

池
川
広

一

高
須
賀
厚

和
国
久
弘

池
田
典
弘

永
田
省

三

木
林

{疋

丹
生
谷
衛

森
賢
治

山
本
健

吾

・一両
市
明
子

森
勝
代

西
山
友
音

矢
野
映
子

H

菊
池
久
代

(
清
掃
セ
ン
タ
ー
)

主
査
芥

川

昭

嘱
託

小
林

実

(
社
会
福
祉
協
議
会
)

嘱
託
氏
家
武
雄

H

水
田
紀
子

大
森
サ
キ
子

丹
生
谷
キ
ヨ
子

山
田
民
記
子

建謀
長

謀
長
補
佐

O
係
長

係
長
船

主
査
側

主
査

主
査
附

支
師

技
師
補

。
技
師
補

71< 課
長

謀
長
補
佐

O
係
長
主
事

O
主
事
補

='" 己又

課

桐
野
猛

和
田
洋

管
原
富
子

波
部
清
則

武
知
目
安

史

堀
内
晃

丹
生
谷
則
篤

上
岡
浩

二

橘
正
城

平
岡
芳
樹

道

課

森
貞
信

山
石
間
守

山
内
シ
ゲ
ル

池
田
隆
太

大
森
泰

双
葉
保
育
所

理

0 
1呆 主 所

11 イ壬
T呆

母母長

。O

H
 

臨
時
保
母

調
理
員

O

H
 

11 

奥
村
久
子

中
川

幸
恵

袋
里
美

山
内
美
紀

大
北
小
代
子

牧
理
香

山
内
裕

子

野
中
美
保

弓
削
回
靖
美

高
須
賀
美
智
子

山
本
泉

村
上
美
保
子

岸
尾
千
代
子

11 11 11 

建
設
全
般

_ 1 叫(;; IIfJ 
'1<務ヲE

fflI,): ~; ~~ 
t ~ :E 
f 崎川

ぺ、川 l'“1

一一地l!

F 般 守
土一

木弘

11 11 

r; 設料誹水
管計金~道
勺Z 料 F.Ei 全

立金務な般

紫
組
赤
組
ぞ
う
組

う
さ
ぎ
組

賛
組
く
ま
組

緑
組

オ
レ
ン
ジ
組

フ
リ
l

保
母

臼
組



ぷ、
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I~lt 
11 時 11

f呆
母

南
吉
井
保
育
所

O
所
長

主
任
保
母

O
保
母

O
 
O

H

 

臨
時
保
母

調
理
員

O

H
 

11 

渡
部
幸
子

橋
本
千
鶴

中
矢
桂
子

井
手
信
恵

菅
野
恵
美
子

渡
部
浩
子

岸
本
由
美
子

新
谷

一
房子

大
北
鹿
代
子

マ緑桃赤賞紫

f呆
母組組組組組

の

南
吉
井
第
二
保
育
所

げ

O 
i呆主所

11 •• l'壬
f呆

母母長

し

。

H

臨
時
保
母

幸良広

調
理
員

O

H
 

11 

石
田
ト

シ
子

山
本
京
子

高
市
妃
登
美

山
石
田
順
子

八
木
幸
美

岡
本
業

中
西
陽
子

渡
辺
律

大
西
尊
子

安
平
恭
子

池
川
キ
ヌ
子

拝
志
保
育
所

O
所
長

O
主
任
保
母

保
母

O

H

 

(5) 

11 

野
口
澄
子

寺
田
千
恵
子

玉
乃
井
京
子

篠
原
み
は

奥
田
佳
寿
美

江
戸
幸
子

渡
部
弘
子

中
川

恵

桃
り
す
組

賞
組
縁
組
車
同
組

柑
組
赤
組
桃
く
ま
組

フ
リ
ー
保
母

桃
組
青
組
貰
組

赤
う
さ
ぎ
組

フ
リ
l

保
母

赤
う
さ
ぎ
組

赤
ひ
ょ
、
」
組

O
調
理
員

岩石
田割

悦
子

房
子

上
林
保
育
所

所
長

O
保
母

臨
時
制
県
民
菅上大
能堂西

清
美

由
美

潤
子

議
会
事
務
局

事
務
局
長

係
長

別
府
頼

房

相
原
美
代
子

教
育
長
教
育
委古

同

橋

教主主琴課
事韮
補 査佳長

務

課

森 ìJ!f岩伊
部川賀

社
会
教
育
課

課
長

課
長
補
佐

係
長

主
査

主
事

。
主
事
補

派
遣
任
全

教
育
主
事

伊
藤
博

渡
部
寛
行

桐
野
彰
紀

渡
部
明
徳

高
原
さ
ゆ
り

渡
部
昌
弘

阿
部
武
縫

窪
省

二

桃
・

賞
組

挑
会
全
般
・
監
椛

庶
務

貝

ふ
一
品

謙

照真孝昭
美 二 男彦

教
育
行
政全
般

教
育
委
員
会

F

校
施
設
堕
情

就
宇
健
助
・

学
校

紋
宵

成
時
・
学
校
抽
陣
取

セ
ン
タ
ー

社
会
教
育
令
般

企
飴
崎
S
R
即
:
M
H
A
ム

崎
純a
"
・
安
川
"
A
，
h
h
x

ル
H
出
防
幽A
2

文
化
財
保
股

K

体
観
測
施

設
管
埋

公
民
館
活
動
・
同

相
教
育

受
付
庶
務

社
全
体
門
・
昨
年

教
育

社
全
体
宵
施
占
管

理
・
悦
臨
時
世

背
少
年
教
育
・
青
少

q

補
導
セ
ノ
タ
1

嘱

託
11 

窪
田
美
治

八
木
光
秋

神
野
武

神
野
ミ
エ
子

11 

(
図
書
館
)

館
長
代
理
青
井
正
史

主
事
和
田
浩

二

@
主
事
補
白
石

か
お
り

嘱
託
菅
野
忠
雄

H

渡
部
次
郎

(
歴
史
民
俗
資
料
館
)

嘱
託
和
田
章

給
食
セ
ン
タ
ー

所
長

O
主
査

。
給
食
技術
員

。
川い

仁日
刊
淵
堤
品
目

調
理
員

。
O

H
 

県
職
員

嘱
託 11 

相
原
浅
夫

古
用
美
砂
子

竹
内
利
昭

団
法
定
則

丸
岡
ア
ヤ
子

野
中
ウ
メ
子

小
倉
サ
キ
子

中
村
洋
子

三
村
佐
江
子

中
島
カ
ヨ
子

佐
伯
百
子

八
木
敬
子

大
北
幸
子

越
智
鈴
美

汁
生
谷
百
合
子

野
中
良
子

山
内
弘
子

倉
瀬
克
典

11 11 11 11 11 11 11 

婦
人
教
育

同
和
教
育

町
民
会
館
関
書
館

管
理

町
民
全
館
図
書
館

菅
埼図

書
館
全
般

図
書
館
事
務

図
書
館
事
務

凶
書
館
事
務
銭
理

図
書
館
監
理

歴
史
民
俗
資
料
館

運
営
文
化
財
保
績

学
校
給
食
全
般

庶
冊
・
給
食
全
日
川

が
時

ボ
イ
ラ
ー

・
凶岡
崎

菅
瑚配

送
・
調
理

調
理
11 11 11 11 " " " " " " 

栄
養
士

配
送
・

調
理

小
・
中
学
校

上
主

校

"務"
貝 査

弓
削
回
直
美

青
野
喜
代
子

和
田
健
治

豊
田
周
子

松
田
公
子

越
智
靖
子

矢
野
秀
子

" 11 " 
重
信
幼
稚
園

園
長

主
任
教
諭

教
諭

講
師

@
校
務
員

田
中
梨
恵
子

阿
部
伸
子

小
田
か
よ
子

武
智
文
代

室
崎
千
秋

大
北
知
子

山
鳥川
明

美

北
吉
井
幼
稚
園

教 主 園
"管
諭茄長

講
師

校
務
員

渡
部
ア
イ
子

渡
部
敏
子

山
内

恵
美
子

菅
山
千
恵
利

家
久
安
世

森
公
子

大
西
茂

子

陶
吉
井
小
学
校

重
信
中
学
校

重
信
中
学
校

北
吉
井
小
学
校

陶
富
井
小
学
校

拝
志
小
学
校

上
林
小
学
校

フ貰赤桃青

|組組組組

フ桃赤黄青

|組組組組

退

職

者

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

土
居
照
子
給
食
セ
ン
タ
ー

宮
崎
清
子
給
食
セ
ン
タ

ー

辻
田
町

子
重
信
幼
稚
園

井
上
啓
子
拝
志
保
育
所



ぷ、
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(6) の

平
成
3

年
度

各
種
健
康
診
査
の
結
果
に
つ
い
て

平
成
3

年
度
、
各
種
健
康
診
査
の

受
診
者
数
等
の
集
計
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

一
、
受
診
状
況

「ーーー Eコ 川純計世
16ω 

Eコ 畳診首位人

ー捌l 総16

人 人
;1側

トー
人

4お3
人

トー
2'51 
人

智世

{嘩
人
嗣
情
措
}

憧
暗
除
世

同
が
ん
険
診

礼
が
ん
凶
問診

子
店け

が検
ん拾

肺
が
ん
検

診

結
摘
検
診

(会)

6000 

5000 

4000 

3000 

2000 

1000 

二
、
受
診
率
の
良
か
っ
た
地
区

函館 宵 手L が子 日市

核検健人康 カす IJ< ん宮 IJ戸
診病雪世人 検ん 検ん 検け 検ん
)査 言HJ4ト p;以ノ~ 診い ~~ 高μ品y 

上 上 上 上 ~t 上
野

林 林 林 林 回 林 位

北 北 北 北 上 上 2 
団野 団野 団野 団野
地台 地台 地台 地台 村 村 位

団磨播 回 西 J番 西 樋 3 
団窪 団磨

地台 I也 岡 地台 岡 口 位

þ__b 結筏検診 て

ヌー--..... 肺がん』世絵
F • T一 長富釦制f円川lけ恥す

。--0 哩「麿&陸査(，成k人病瞳器} 吾4会b 
F一一. 宵カがeん検2診企 ? y 

<!>---<3 干乳Lがん織訟 "F  

の
年
次
変
化

企同h
、

司』ーー』ーー
、

‘・、 、..、

一 、

‘ 

"" - .，・ーー』ー司

ェニミヨ=事事弓

世仇1

370 
60 

50 

40 

30 

20 

10 

園
、

ま
と
め

受
診
率
は
、
横
ば
い
状
態
で
す
。

が
ん
検
診
や
結
核
検
診
で
は

、

が
ん

や
結
核
の
早
期
発
見
は
も
と
よ
り
、

そ
れ
以
外
の
病
気
も
見
つ
か
り
、
早

期
治
療
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

健
康
診
査
(
成
人
病
健
診
)
で
は
、

約
6

割
の
人
が
何
ら
か
の
病
気
を
も

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
次
の

通
り
で
す
。

各
種
健
康
診
査
を
受
診
す
る
と
、

病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
連

が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
健

康
な
時
か
ら
、
日
常
生
活

・

食
生
活

を
見
直
し
て
よ
り
積
極
的
な
健
康
づ

く
り
に
取
り
く
む
機
会
に
な
り

ま

す
。

平
成
四
年
度
は
、
新
た
に

「
大
腸

が
ん
検
診
」
が
加
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
す
す
ん
で
受
診
し
て
下
さ

3 (年)じJ
 

U
H
 

63 li2 560 61 

調終腰柿 ・ 眼関節術 と い 勺た崩れです.

離乳食は、母乳 ・ ミルクで不足する栄養を補って

無理なく幼児食へと移行してし、くための準備食です。

また、離乳食は、赤ちゃんが初めて口にする食事で

す。そのため、お母さんもつい頑張りすぎたり、心

配しすぎたり しがちではないでしょうか。

離礼食の大切さ、すすめ方の基本的なことを、 学

ぶ場として離乳食学級を開催します。

ぜひ、赤ちゃんとご一緒にご参加下さい。

日時 6 月 8 日 (月)午後 2 時-3 時30分

場所 町民会館

対象 平成 4 年 2 月 ・ 3 月 生れの児

担当 栄養士・保健婦

料金 無料

持参品 母子手帳

内容 ・ 離乳食のスタ ー 卜の時期と内容

- 離礼食のすすめ方

・ 試食、質疑応答

級声Lι

寺ー食字L離健康づくり料理講習会
r 1 日 30品目を目 4票に」

健康な{本を維持するためには、バランスのとれた食生

i舌を心がける こ とが大切です。そのためには、 l 日 30品

目以上の食品を食卓にのせることも一つの方法です。

r 1 日 30品目を目標に」 というテーマで健康づくり料

理講習会を下記の通り開催します。

おこしー下さい。

無料

健康手帳(タッパ一、 エプロンがあれば便利で

す)

皆さんおさそいあわせの上、

対象 住民

料金

持参品

希望者には血圧測定を行います。その他

旬句予

告

「ノ〈ランスのとれ

た食事について J
.保健婦の話

「 日常の健康管理
について 」

・調理実習、試食

内

-栄養士の話

北野台団地

公民館

場所開{握H寺問

10: 00-

12 : 30 

受付時間

9 : 30-

10 : 00 

6 月 1 日

月日

(月)
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〈
対
象
〉

十
八
才
以
上
の
住
民

(
た
だ
し
、
学
校
・

職
場
・
病
院

等
で
受
診
し
た
者
は
除
く
)

〈
料
金
〉

無
料

〈
検
診
内
容
〉

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

〈
受
診
方
法
〉

個
人
通
知
書
を
配
付
し
ま
す
の
で

検
診
時
に
持
参
し
て
下
さ
い
。
個

人
通
知

書
を
も
っ
て
い
な
い
方
は

直
接
検
診
会
場
へ
お
こ
し
下
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

ボ
タ
ン
・
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

金
具
等
の
つ
い
た
服
装
は
避
け
て

下
さ
い

。

二
、
女
性
は
、
ス
ポ
ー

ツ
ブ
ラ
ジ

ャ

ー
・
ト
レ
ー

ナ
ー
・

T

シ
ャ
ツ
等

結
核
検
診
・
肺
が
ん
検
診
の
御
案
内

結
核
検
診

の

結
核
は
、
過
去
三
十
年
の
聞
に
著

し
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
な
お
愛

媛
県
で
は
約
六
百
人
の
患
者
が
新
し

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

結
核
予
防
法
で
は
、
年

一
団
結
核

検
診
(
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
)
を

受
け
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
結
核
検
診
を
行
い
ま

す
の
で
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上

受
診
し
て
下
さ

い
。

(7) 

を
着
用
す
る
と
便
利
で
す
。

〈
検
診
結
果
〉

。
異
常
の
な
い
方
に
は
、
結
果
通

知
致
し
ま
せ
ん
。

。
精
密
検
査
(
大
撮
等
)
の
必
要

な
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

〈
表
彰
〉

地
区
別
受
診
成

績
の

一
住
か
ら
三

位
ま
で
を
表
彰
し
ま
す
。

※
平
成
三
年
度
成
績
優
良
地
区

一
位
上
林
地
区
実
践
全

二
位
上
村
地
区
実
践
全

三
位
樋
口
地
区
実
践
会

肺
が
ん
検
診

肺
が
ん
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
た
ば
こ
を
吸
う
方
は
も
ち
ろ
ん
、

吸
わ
な
い
方
も
、
結
核
検
診
と
同
時

に
検
診
で
き
ま
す
の
で
、
す
す
ん
で

受
診
し
て
下
さ
い
。

下
さ
い
。

(事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
)

〈
検
診
結
果
〉

。
異
常
の
な
い
方
に
は
結
果
通
知

致
し
ま
せ
ん
。

。
精
密
検
査
(
略
瑛
検
査
等
)
の

必
要
な
方
に
は
通
知
し

ま
す

。

月 日 交付時間 実施場所

午後 2:30~4:00 上林 1日r 

6 月 29 日 (月)
午後 4:30~6 : 30 上 林公民館

午後 2:00~3:30 八反地公民館
6 月 30 日 (火)

午後 4 :00~6: 30 志津川 公民館

7 月 1 日 (水) 午後 1 :30~6:30 田窪公民館

午後 2 :00~ 2: 20 山之内公民館

7 月 2 日 (木) 午後 2 : 50~3 :30 井口公民館

午後 4 :00~ 6 : 30 樋口公民館

午後 3 :00~4:00 堀池公民館
7 月 3 日 (金)

午後 4:30~6:30 牛洲公民館

午後 3:00~3:30 新村公民館
7 月 6 日 (月)

午後 4 :00~ 6 : 30 南野田集荷場

7 月 7 日 (火) 午後 3 :00~ 6 : 30 横河原公民館

7 月 8 日 (水) 午後 3 :00~ 6 : 30 牛洲団地集会所

午後 2 : 30~5 :00 宮之段集会所
7 月 9 日 (木)

午後 5 : 30~6 :30 下林ガロ農協前

午後 2 : 30~4 : 30 見奈良公民館
7 月 10 日 (金)

午イ麦 5 :00~ 6:30 上村公民館

午後 2 : 30 ~ 4 :00 西岡公民館
7 月 13 日 (月)

午後 4:30~6 : 30 町民会館

日程表結核検診・肺がん検診

〈
対
象
〉

四
十
才
以
上
の
住
民

〈
料
金
〉

一
O
O
円
(
町
負
担

三
四
八
円
)

〈
検
診
内
容
〉

問
診

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

〈
受
診
内
容
〉

個
人
通
知
書
に
添
付
の
問
診
票
を

記
入
の
上
、
検
診
時
に
持
参
し
て

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
で
は
、
陸
上
、
海
上
、

航
空
の
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま

す
。一

、
応
募
資
格

一
八
歳
以
上
二
七
歳
未
満

二
、
身
分

特
別
職
国
家
公
務
員

三
、
給
与

初
任
給
(
月
額

一
四
二
、
八

O
O
円
)

期
末
、
勤
勉
手
当
(
年
三
回
、

合
計
五
・
四
五
ヵ
月
分
)
支
給
。

四
、
衣
食
住

食
事
、
宿
舎
費
が
無
料
の
他
、

被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
す
。

五
、
特
別
退
職
手
当

任
期
制
隊
員
に
な
る
と
、

一

任
期
(
二
年
・

陸
上
)
終
了
時

一

0
0
日
分
、

一
任
期
(
三
年
・

海

ヒ

・
航
空
)
終
了
時

一
五
O
日

分
、
そ
の
後
の
任
期
(
二
年
)
毎

隠
に
、
七
五
日
分
i

二
O
O
日
分

の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
総
務
課

ま
た
は

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

(
包
囲
一
l

八
三
八
一
)

へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



(8) 

子宮けいがん・乳がん検診日程表 ノ町、 /'、 ^ ^ ^ てんを 子宮 で 申 o 0 持 手L 子 料受日 下お次子

実施日 t碁 所
六 下 役し をパ健 参 本が(本宮 金付程 ささの宮 「昌晶『

固 さ 場込 受ス康 品 人ん町人け 〉時・ いそ通け
け|い 保み けタ調 〉 負検負負い 間場 。いりい

6 月 4 日 南吉井小体育館 ニ 。 健方 らオ査 担診姐担が 〉所 あ聞が 乳い |
。 婦法 れル票 ん 午 〉 せわ催しん・ カゼが | 

6 月 11 日 重信町民会館
。 ま〉る( 二 四検 後月IJ

で 方乳 。 ノ」、 o、、 圭n;八シ 一 表 のま手L んん

6 月 12 日 重信l町民会館
申 のが 。 七 O 時の t すが 検
し みん 円 0 1司 i と 受。ん ・

込 )検 |司 二 お 診皆検 雪回dタF 
6 月 15 日 北吉井小体育館 ん きロかP 

) 

時り しさ診

6 月 17 日 仁林公民館 i古つ /、 〆、 ，、 〆、 〆、 健 |
ぜ相い血健 持 無 料 保 担 役 場 (午毎 日

7 月 3 日 南吉井小体育館 ひ談て圧康 参 料 金 健 当 場 所 祝前月 時 康
お等のìRlJ 手 品

、J 婦 者 別 〉 九第 〉

7 月 7 日 重信町民会館
気を相定帳 〉 、J

査官 祭時 一 相
経行談に( 日 l 百炎
にいや限当 1I皆 は十第

7 月 15 日 ド林集会所 おーすま栄養ずら 発日 . 除 一三 の
↑呆 く時土 -個、、

7 月 31 日 北吉井小体育館 し。相、行 健
) 

曜 ‘-
下談病可 婦 日 案

11 月 13 日 重信町民会館
さ、気) 室 内し; 生に

」一一一ー一一ー

j~' の,-y し幸良広

母親学級開催について
妊娠 ・ 出産 ・ 育児は女性にとって大きな喜びであ
り、誰もが元気な赤ちゃんを産み育てたいと、 心か
ら 1~.買っていることでしょう。そして、母親となる喜
びだけではなく、不安を感じることも多いのではな
いでしょうか。
そこで、妊娠 ・ 出産 ・ 育児に関する正しい知識を

持ち、妊娠中を快適に過せるように、母親学級を開
催します。
座談会などを通して、楽しい仲間づくりの場とし
ても利用して下さい。 一人であれこれ思うよりも、
みんなで話し合ってみませんか。
多数のご参加をお待ちしています。
対象 妊婦
場所町民会館

料金 無料
申し込み方法 電話にて、保健婦まで事前に申し込

んで下さ L 、。(宮64ー2001 内線311 ・ 312)
※ 申し込みをされた方には、折り返し詳しい案内
状を送付します。
日時及びその内容

(
別
表
の
と

手呈

毎
月

一
回

お
り
)

午
後
一
時
三
O
分
l

午
後
牟
一時
一
二O
分

町
民
会
館

四
ヶ
月
・
七
ヶ
月
・

一

0

ヶ
月
氾

乳
児
健
康
診
査
に
つ
い
て
日受

付
時
間

乳
児
健
康
診
査
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん

が
正
常
に
発
育
発
達
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
か
め
、
ま
た
、
お
母
さ
ん

が
育
児
に
つ
い
て
、
不
安
に
思
っ
て

い
る
こ
と
を
相
談
す
る
場
で
す
。

対場

象所

5 月 21 日 (木)

6 月 18 日 (木)

7 月 14 日 (火)

乳
児
健
康
診
査

す
す
ん
で
受
診

乳児健康診査日程表

下
記
の
と
お
り
、

を
行
い
ま
す
の
で
、

し
て
下
さ
い
。

※
ま
た
、
随
時
電
話
相
談
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
較
に
お

電
話
下
さ
い
。

役
場
・
保
健
婦

合
六
回
|

ニ
O
O

一

(
内
線三
-
一

・

一
三
一
二)

平成 4 年

I~I 数 日 H寺 内 ~一一r f目当

6 月 3 自 体) (続殺) 産婦人科

午後 2 時~
妊娠の生理、お咲の経過、 医師
妊娠中におこりやすい病気

311奇 30分 座談会(お産の実|鳴り 保健婦

6 月 10 日 体) (講義・実技)

2 午後 211寺一
妊娠中の日;市斗寸前のありあー 保健婦
呼 n&iL

311奇 30分 ~H最 1本til!

6 月 25 日 (木) (講義・実技)

3 午後 2 時一
ィ本{谷 保健婦
お1事:の準備用品

311寺30分 fíJ と子の関わり H

6 月 29 日 (月) (講義 ・ 凋康夫習) 栄養士
4 午前 10 11寺~ 妊政婦の栄養

保健婦
1211奇 30ぅt 試食及び反省会

持
参
品

内
容

母
子
手
帳

身
体
計
測

・

問
診
(
発

達
テ
ス
ト
)

・

内
科
診

察
・

栄
養
指
導

・

生
活

指
導

8 月 20 日 (木)

9 月 17 日 (木)

10 月 15 日 (木)

11 月 19 日 (木)

12 月 17 日 (木)

1 月 21 日 (木)

2 月 18 日 (木)

平成 5 年

3 月 18 日 (木)



「
咳
む
」効
用菅原歯科医院

健菅原

ぶ

数
日
前
の
「
天
声
人
語
」
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
、

物
を
岐
ま
な
い
子
、
岐
め
な
い
子
、

飲
み
込
め
な
い
子
が
増
え
て
い
ま
す。

そ
の
原
因
と
し
て
、
礼
幼
児
期
の
食

生
活
の
変
化
、
更
に
は
、
礼
児
期
の

授
乳
方
法
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
と

言

わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
岐
む
」
と
い

う
作
業
、
我
々
が
目
指
、
何
気
な
く

繰
り
返
し
て
い
る
単
純
作
業
で
あ
る

わ
け
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
、
岐
む
効

用
に
つ
い
て
、

一
体
ど
れ
だ
け
の

事

柄
を
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

思
い
つ
く
ま
ま
に
、
ざ

っ
と

挙
げ

て
み
ま
す
と
、
次
の
様
な
事
柄
が
考

え
ら
れ
ま
す

。

①
食
物
の
粉
砕

②
唾
液
の
分
泌
の
促
進

③
胃
や
腸
の
消
化
促
進

④
歯
や
顎
の
成
長
促
進
(
歯
列
不

正
の
予
防
)

⑤
肥
満
防
止

⑥
視
力
の
低
下
防
止

⑦
知
能
の
発
達

③
老
化
の
予
防

e
t
c

・
-
:
:
。

昔
か
ら

「
よ
だ
れ
の
出
る
子
供
は

よ
く
育
つ

U
と

言
わ
れ
て
い
ま
す

。

の,t' し幸良広(9) 

唾
液
は
食
物
を
分
解
し
た
り
、
細
菌

を
抑
制
し
た
り
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
体
の
成
長
発
育
に
十
分
、

役
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
岐
む
動

作
そ
の
も
の
が
唾
液
の
分
泌
を
速
め

る
の
で
す
。
現
在
の
子
供
は
、
離
礼

食
時
か
ら
、
や
わ
ら
か
い
食
物
を
摂

り
、
あ
ま
り
岐
ま
な
い
為
、
唾
液
の

分
泌
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
。
岐
む
。
こ
と
は
、
肥
満
の
防
止

に
も
な
り
ま
す
。
食
物
を
摂
り
、
栄

養
を
吸
収
す
る
と
、
血
糖
値
が
上
昇

し
ま
す
。
血
糖
値
が
上
昇
す
る
と
、

脳
の
中
で
食
欲
満
足
物
質
が
分
泌
さ

れ
、
食
欲
が
な
く
な
る
と

言
わ
れ
て

い
ま
す
。

。
岐
む
。
動
作
自
体
が
血
糖
値

を
上
昇
さ
せ
る
働
き
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
よ
く
岐
ん

で
食
べ
る
事
に
よ
り
過
食
を
防
ぎ
、

肥
満
防
止
に
な
る
と
い
う
研
究
成
果

も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す

。

「

寝
た
き
り
の
老
人
の
歯
を
治
し

た
ら
、
身
体
が
動
い
た

U
と
い
う
話

は
、
聞
か
れ
た
方
も
多
い
こ
と
で
し

ょ
う
。

歯
が
よ
く
な
っ
て
岐
め
る
よ

う
に
な
る
と
、
食

事
が
充
実
し
、
気

持
に
も
張
り
が
で
き
、
又
、

全
身
の

筋
力
増
強
な
ど
生
理
的
効
果
も
大
き

い
の
で
す
。

そ
の
他
、
精
神
的
な
面
で
の
効
用

と
し
ま
し
て
は
、
気
持
ち
を
落
着
か

せ
る
働
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
言

え
る
と
思
い
ま
す

。

勉
強
す
る
時
に

ガ
ム
を
岐
み
な
が
ら
物
を
覚
え
る
と

か
、
プ
ロ
野
球
の
外
人
選
手
が
ガ
ム

を
岐
み
な
が
ら
プ
レ
イ
す
る
と
か
、

身
近
な
例
が
い
ろ
い
ろ
と
見
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
岐
む
運
動
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
注
意
が
集
中
し
て
い

る
わ
け
で
、
そ
の
と
き
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
パ
ー
テ
ィ

な
ど
の
時
に
は
、
必
ず
物
を
食
べ
て

い
ま
す

。

人
と
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
と
き
も
、
。
岐
む
。
こ
と

に
よ

っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、
い
ろ

い
ろ
話
も
は
ず
む
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
。
岐
む
。
効
用
は
、

皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
、

実

に
い
ろ
ん
な

事
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で

す
;
岐
む
。
と
い
う
作
業
が
い
か
に

大
切
な
事
か
、
十
分
に
認
識
し
た
上

で
、
毎
日
の
食
生
活
を
今

一
度
、
振

り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

カ

くヱコ
⑧
⑧
⑧
⑮
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た嵯昨
皿

山部峨

見
奈
良

田
窪
牛
洲

シ
カ
エ

照
子
澄
男

さささ
んんん
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d ーも 凶 寸 l で解のや意が政月 いほの 、 うは にの冷う ! 
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識にを聞民週十 う、らはい葉 まは術 つ ! 
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教

和

::A; 
同

同

ぶ

ほ
く
が

一
年
生
に
な
っ
た
と
き
、

A
君
は

一
つ
上
の
二
年
生
で
し
た
。

A

君
は
そ
の
頃
か
ら
ど
う
し
て
か

「
ふ
け
っ
」
と

言
わ
れ
て
い
じ
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
う
い

う

A

君
を
理
由
も
よ
く
わ
か
ら
な
い

ま
ま
に
、
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
な

っ

て
い
じ
め
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

。

A

君
が
登
校
中
に
、
わ
ざ
と
じ
ゃ
な
い

ん
だ
け
ど
ぼ
く
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

ま
く
は
、

「
や
め
や
U

と

一言

い
ま
し
た

。
そ
の

時
、
A
君
は
、

「
わ
ざ
と
じ
ゃ
な
い
ん
や
け
ん

U

と

言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

「
わ
ざ

と
じ
ゃ
な
か
っ
て
も
、
あ
た

っ
た
ん

や
け
ん
U
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
、
は
ら
が
た
つ
て
、
た
た
き
返

し
ま
し
た

。

A

君
も
や
り
返
し
て
き

て
、
結
局
、
け
ん
か
に
な
り
ま
し
た
。

登
校
は
ん
が
い
っ
し
ょ
な
の
で
、

ほ
と
ん
ど
い
つ
も

A

君
と
は
い
っ
し

ょ
な
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
い
つ
も

そ
う
い
う
ふ
う
な
も
め
ご
と
を
く
り

か
え
し
な
が
ら
来
て
い
ま
し
た
。
わ

か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ち
ょ
っ
か
い

を
出
す
の
は
い
つ
も
ぼ
く
の
方
で
、

先
に
手
を
出
す
の
も
ぼ
く
の
方
だ
と

人

強罪
文
集
よ

② 

し、

IL' 

北
吉
井
小

四

年

男
子

の~.y し報広

い
う
こ
と
で
す
。

は
く
が
、
三
年
生
ぐ
ら
い
に
な
る

と
、

A

君
は
も
う
や
り
返
し
て
こ
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ぼ
く
は
、

ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て
、
け
ん
か
を

ふ
っ
か
け
て
い
ま
し
た

。

四
年
生
に
な
っ
て

、
ぼ
く
は

力
も

強
く
な
り
、
ま
す
ま
す

A

君
に
対
し

て
え
ら
そ
う
に
な
っ
て
、
や
る
こ
と

も
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
い
に
、
A

君
の
先
生
に
よ
ば
れ

ま
し
た

。

先
生
は
、
ぼ
く
が
な
ぜ
そ

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
を
聞
か
れ
、

A

君
が
ぼ
く
の
た
め
に
と
て
も
つ
ら

い
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ

ま
し
た

。

で
も
、
ぼ
く
が

一
番
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
先
生
が
最
後
に

言
わ
れ
た
次
の

言
葉
で
す
。

「
力
は
あ
な
た
の
方
が
強
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
心
は

'
A君
の
方
が
強

い
と
思
う
よ
U

ほ
く
は
、

一
年
上
の
A
君
よ
り
力

が
強
い
と
思
っ
て
い
い
気
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ぼ
く
が
、
な
ぜ
A

君
に

そ
ん
な
こ
と
を
し
た
か
考
え
て
み
る

と
、
た
い
し
た
理
由
は
い
つ
も
な
く

て
、
た
だ
自
分
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い

た
り
す
る
と
き
に
し
て
し
ま
う
の
で

す
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
に
な
る
か
考

え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
わ
か
っ
た
の

は
、
ぼ
く
に
は
が
ま
ん
と
い
う
大
切

な
心
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
、
回
り
の
人
に
対
す
る
お
も

い
や
り
も
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
強
い
心
が
も
て
る

よ
う
が
ま
ん
強
く
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

御
存
じ
で
す
か
。

六
月

一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

六
月

一
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆

さ
ん
と
と
も
に

一
層
の
人
権
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

て
お
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
へ
の
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す

。

(
敬
称
略
)

小 岩前 中 氏
綱本国奥義
利義俊 名
雄博晩信

見牛上横 住
五モ 河
良湖l 林原 所

fi fi fi fi 
~ ~ ~ ~ 
2 8 6 2 
3 2 5 1 

a竜

3 3 2 2 
7 7 9 5 5古

国税専門官採用試験受験者募集
0君も税のスペシャリストに 0

間内労働旬
(5 月 21 日 '-'31 日)

r::::. 
安K

人事院、国税庁では、平成 4 年度国税専門官採用
試験の受験者を募集しています。
一次試験 (教養、専門試験)は、 6 月 20 日・ 21 日

の両日、高松市、松山市で、また、その合格者に対
する二次試験(人物 ・ 身体検査)は 8 月 20 日又は21

日に高松市で実施します。
最終合格者の発表は 9 月 9 日 。
受験資格は、昭和40年 4 月 2 日から昭和46年 4 月

1 日までに生まれた日本国籍を有する大学卒業程度
の学力のある者。
採用は、全国で約600名の予定です。
受験申し込みは、人事院四国事務局、高松国税局
及び各税務署に用意しである申込用紙に記入のうえ、
郵送の場合 5 月 1 日から 5 月 18 日(消印有効)の聞
に、持参の場合 5 月 11 日から 5 月 18 日の聞に、申し
込んで下さい。
申し込み先一高松国税局へ
お問い合わせは高松国税局人事第二課(干760 高

松市天神前 2 ー 10 (fi0878-31-3111) へ

1 ヶ月以内に全額

1 . 委託者(内職の仕事を出している事業主等)の
皆さんは、次のことを守りましょう。
①家内労働手帳に、 工賃額、支払日 等をはっき
りと記入して、必ず家内労働者に渡しましょう 。
②家内労働による災害を防ぐため、必要な措置

を講じましょう。
③最低工賃額以上の工賃を 、

支払いましょう。
2. 家内労働者(委託者から受けた内職の仕事をす
る人)の皆さんは、次のことに注意しましょう 。
①家内労働手帳を委託者から受け、必ずはっき
りと記入してもらいましょう 。
②家内労働による災害が起きないよう注意しま

しょう。
③工賃は、全額を 1 ヶ月以内に受けまし ょう。

3. 家内労働についてのご相談、お問い合わせは、
愛媛労働基準局賃金課(宮25ー 2101)、または、
最寄りの労働基準監督署へご照会ください。



税
務
だ
よ
り

ぶの

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
計
算
違

い
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
り
、
う
っ
か
り
し

て
確
定
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
も
う
一
度
確

認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
、

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き
な

ど
の
訂
正
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
ょ
う
。

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
、
「
更
生
の
請

求
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
訂
正
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
更
生
の

請
求
を
す
る
場
合
は
、
更
正
の
請
求

書
に
、
申
告
し
た
金
額
と
訂
正
す
べ

き
金
額
と
を
記
入
し
て
税
務
署
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
申

告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
。

税
額

・そ
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

税
額
を
少
な
く
嗣
・
告
し
て

い
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
「
修
正
申

告
L

を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
修
正
申
告
を
す

る
場
合
は
、
修
正
申
告
書
の
用
紙
に

修
正
す
べ
き
金
額
を
記
入
し
て
税
務

署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と

S

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て

t-f し幸良広)
 
-l
 
(
 

い
た
と
き
は
、
直
ち
に
確
定
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
期
限
を

過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
を
、
「
期
限
後

申
告
」

と
い
い
ま
す
。

な
お
、
修
正
申
告
や
期
限
後
申
告

の
場
合
は
、
本
税
以
外
に
加
算
税
や

延
滞
税
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
正
大
麻
・
け
し

撲
滅
運
動

五
月
と
六
月
は
、
不
正
け
し
、
大

麻
撲
滅
運
動
実
施
期
間
で
す
。

植
え
て
い
け
な
い
け
し
は
、
ア
へ

ン
や
モ
ル
ヒ
ネ

の
原
料
と
な
る
た
め

法
律
で
そ
の
栽
培
を
厳
し
く
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

不
正
栽
培
や
自
生
の
け
し
、
大
麻

を
発
見
し
た
場
合
に
は
通
報
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

松
山
中
央
保
健
所

古
田
一
i
l
-
-
一
一

禁
止
さ
れ
て
い
る
け
し

草
杖
は

一
メ
ー
ト
ル
以
上
で
が
っ

し
り
と
し
て
お
り
、
茎
や
葉
の
表
面

に
ほ
と
ん
ど
毛
が
な
く
、
「
ろ
う
」

が
か
っ
た
白
っ
ぽ
い
緑
色
。
葉
は
太

い
茎
を
半
分
抱
く
よ
う
な
形
で
つ
い

て
い
ま
す
。

第
三
十
五
回

重
信
町
民

大
運
動
会

四
月

二
十
六
日
、
重
信
中
学
校
運

動
場
に
お
い
て
、
第
三
十
五
回
重
信

町
民
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
各
種

目
に
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

横
河
原
分
館
が総

合
優
勝

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 優準勝 優 )1頃

21 19 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 6 6 6 5 4 3 
位 位 位 位 位 位 イ立 位 f立 位 位 位 位 位 位 位 位 {立 勝 位
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野 野 磨
:注

反 士小三 j拘l
野 之 待Z 河

I也
団 団

dEL1 ‘ 回 樋 4E3 A 地 地 岡 良 地 i也 間 村 林 i*IJ 口 内 十l }II 窪 中本 原
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図
書
館
だ
よ
り

ぷ、の

新
刊
の
ご
案
内

〈
歴
史
〉
o

織
田
家
の
人
々
|

小
和

田
哲
男
。

大
江
戸
万
華
鏡
|

組
本
社

。
南
方
熊
楠
物
語
|
高
沢
明
良

〈
社

会
学
〉
o

日
本
と
は
何
か
l

堺
屋
太

一
。

愛
し
す
ぎ
る
女
た
ち
か
ら
の
手

紙
l

ロ
ビ
ン

・

ノ

l

ウ
ッ
ド

。

叱
っ

て
し
つ
け
る
ほ
め
て
育
て
る
|
野
村

沙
知
代

〈
家
政
学
〉
o

私
の
作
っ

た

お
惣
菜
l

宇
野
千
代
。
赤
ち
ゃ
ん
は

天
才
/
・l
七
回
真

〈
芸
能
〉
o

大
下

弘
虹
の
生
涯
辺
見
じ
ゅ
ん

o

ピ
ア

ニ
ス
ト
と
い
う
蛮
族
が
い
る

|

中
村

紘
子

〈
文
学
V
o

母
の
碑
|
図
子
英

雄
o

茜
に
燃
ゆ
(
上
)
(
下
)
|

黒

岩
重
吾
o

緋
い
記
憶

高
橋
克
彦
。

元
号
の
還
暦
陳
舜
臣

〈
外
国
文
学

〉

o

カ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
帰
還
l

ア
ル
ト

ウ
1

ル
・
シ
ュ
ニ

ッ

ツ
ラ

l

o

ゴ
ー

ル
ド
・

コ
ー
ス
ト
(
上
)
(
下

)
l

ネ
ル
ソ
ン

・

デ
ミ
ル
:
:
:
:
・
な
ど
多

数
入
荷
し
ま
し
た
。

〈
今
月
の
標
語
v

o

学
ぶ
方
法
と
は

、

わ
た
し
の
考
え

で
は
繰
り
返
し
て
読
む
ニ
と
だ

(
ア

一
フ
ン
)
。

,t ' し報広

中 央 料 理 教 戸皐晶『 英会話講座

「第 1 期受講生」募集 受講生募集

対象 町内婦人 30名 〈英会話教室〉

期間 平成 4 年 7 月一 9 月 。 コース - 二 クラス(初級)
場所 町民会館栄養指導室

- あいさつ ・ 日常生活会話など
材料費 2500円 ( @ 500円 x 5 回分)

。 日時 〈畳のコース 》
講師 松山シェフール

j度部笠子先生 - 毎週木曜日

|勾 ~ロー
. 1 0時- 11時30分

月 日 11程
《夜の コー ス 》

7/8 7]'( - 毎週木曜日

2 7/22 水 家庭料理 . 19時30分 -21時

3 8/26 水 及ぴ
。 講師 マニュエル ・ ダブリン

。 会場 町民会館
4 9/9 7]'( お菓子、ケーキ作り 等

。 受講料 月 2 ， 000円

5 9/22 火 〔教材費は別〕

婦

人

主公
司、し‘

A
Q一品

A
Q一A

三
月

二
十
八
日
(
土
)
町
民
会
館

大
ホ
l

ル
に
百
余
名
の
会
員
が
出
席

し
て
、
婦
人
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。記

念
講
演
で
は
、
伊
予
保
健
所
長

の
植
本
真

一
先
生
よ
り
「
知

っ
て
お

き
た
い
成
人
病
知
識
」

と
題
し
て
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
楽
し
い
講
話
の

中
で
普
段
か
ら
気
を
つ
け
て
お
き
た

い
食
生
活
の
、
」
と
な
ど
詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

人
生
初
年
時
代
を
迎
え
て
、
常
に

「
明
日
を
生
き
て
い
く
た
め
の

」

学

習
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
女
性
が
お
互
い
に
手
を
つ
な
ぎ

合
い
、
自
分
の

学
習
と
共
に
、
地
域

の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
も
の

で
す

。
婦
人
全
組
織
へ
の
ご
加
入
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
分
館
婦
人

部
の
方
た
ち
と
も
お
話
し
合
え
る
機

会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す

。

(
連
絡
先は
宮
六
回
|
一
五
O
O

社
会
教
育
課
窪
田

ま
で

)

「
く
ら
し
の
通
信
講
座
」

受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
テ

キ
ス
ト
に
よ
る
自
宅

学
習
で
消
費
生

活
の
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う

、

通
信

講
座
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
通
信
講
座
で
、
く
ら
し
に
役

立
つ
知
識
を
身
に
付
け
て
下
さ
い。

学
習
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

七
月
i

八
月
く
ら
し
を
守
る
法

律
・

く
ら
し
と
契
約

九
月
1

十
月
表
示
の
知
識

・

食

品
添
加
物
の
知
識

十

一
月

1

十
二
月
ク
リ

ー

ニ
ン

グ
の
知
識
・

洗
剤
の
知
識

一
月

i

二
月
く
ら
し
の
中
の
省

資
源
・

く
ら
し
の
中
の
危
険

。
募
集
の
内
容

。

募
集
期
間

五
月
十
三
日

i

六

月
十

二
日

。

受
講
料

無
料

。

申
し
込
み
方
法

は
が
き
に
住

所
・

氏
名
・
性
別

・

年
齢
・

電
話

番
号
を
明
記
し
て
、

役
場
総
務
課

へ
・
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

0

受
講
者
の
決
定

先
着
順
に
決

定
し
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

疑
問
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役

場
総
務
課
又
は
愛
媛
県
生
活
セ
ン
タ

ー
(
官
二
六
l

ニ
六
O
一
ニ
)へ
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。
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り講座のご案内
平成 4 年度菊づくり講座(年間 4 回)を次

のとおり開催しますので、お気軽にご参加下

さし、 。

日程

時
場
内

1 回目 5 月 9 日 (土)

2 回目 6 月 13 日 (土)

3 回目 7 月 11 日 (土)

4 回目 8 月 8 日 (土)

13時30分 -15時30分

町民会館玄関前ロビー

大輪菊{也、菊の栽培方法を実演等に

て講習する。

無料

愛媛県菊花協会理事

野本権六先生 (奥道後)

重信町中央公民館

菊づ

問
所
容

受講料

講師

内
1 .期間・時間

平成 4 年 6 月から 10月までの毎月第 l

と第 3 水曜日 。 午後 1 時30分から

2. 場所

町民会館

3. 内容

源氏物語

4 . 講師

愛媛大学文学科教授

美山靖先生

5. 受講料

無料

問 L 、合わせは社会教育課まで

ft64-1500 

案-・0
、.圃の学講座

夕顔

文

{握主

愛
媛
県

花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

完
成

花
き
の
総
合
指
導
機
関
と
し
て
、

広
く
県
民
に
開
放
し
、
花
き
農

業
の

振
興
と
花
と
緑
に
包
ま
れ
た
生
活
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
下
林
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

た
愛
媛
県
花
き

総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

が
こ
の
程
完
成
し
、
四
月
十
三
日
に

落
成
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

。

十
一-h
導

λ
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, 
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av 

4

v
v

!

』
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均
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討
議
併
し

!
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間

圏
園
圃
圏

出
生
(
お
め
で
と
う
) 4

月
日
日
届
出

イ主

所

保
護
者

出
生
児

一生
年
月
日

q
d
・

弓f

|布 1-- 山 4: 検見見積回
野 之津河奈奈 i可
旧村内 川 原良良原窪窪

平日武大近森伊高塩山佐
HJ -}，，?野藤 間藤橋出内 {向

仕|

建
次

一王
利

一

実
一
康
祐
一

昌

弘
一
奈
津
美
一
3
-
m

一
博
一
幸
嗣
一
3

-
H

嘉
信
一
嘉
秀
一
3

・

ロ

勝
則
一
見
希
一
3

-

m

誠
二

一鮪
太
郎

一3
・

ゆ

勝
夫
一
絵
梨
花
一3
・

初

忠
能
一
懐
平
一
3

・

幻

幸
正

一
千
春

-
3

・

出

ダ
4年 5 月 17 日 ~4 年 6 月 30 日

行事名
当番医 附村内科

日本脳炎予防接種

Jt+，担保‘ t幼及び3才以上の一般

乳児健診
(H3年1M . 10円、 H4年 III 生まれ)

役場開庁日
24(日) 1 当番医 渡部内科

|健康相談 (27 日まで)
25例) 1 

』ィ、燃ごみ凶収日

日本脳炎予防接種
26ω | 上林小・上林保

及び3才以上の一般
符志小・H志 f*

銘柄|心配ごと相談
3 1(印 1 1当番医 中川外科・内科 松山市博I締本田J '゚76-7811 

|健康相談 い3:00-14:001 町民会館
l(rJ川 憧麿づけ科埋講習全OB30品目を 目標 1:1 110:00- 1 2:301 北野台団地公民館

経自動車税納期限

日本脳炎予防接種①
3才以上の一般

母親学級①
妊婦

文学講座
日本脳炎予防機種

l担保、第二1果、重幼及び3才以上の一般

子宮けし、がん ・ 乳がん検診

30才以上の女性

健衆相談

当 番医 八木耳鼻咽喉科・皮フ利 牛測
離乳食学級

H_4年2月 ・ 3月生まれ

不燃こ'み回収日

母親~級②
妊婦
行政・心配ごと相談所

子FZけいがん ・ 乳がん検診
30才以上の女性

子宮 It\ 、がん ・ 乳がん検診

30才以上の女性

l 役場開庁日
13出|

|菊づくり講座②
1 4(口) 1 当番医 商野茂院

1 子宮けし、がん ・ 乳がん検診

30才以上の女性

日本脳炎予防核種②

3才以上の一般

文学講座

子宮けし、がん・乳がん検診

30才以上の女性

乳児健診
i 1 3年8月 ・ 11 月、 H4年2 月 生まれ

健康相談

当番医 泉内科
健康相談 (24 日まで)

不燃ごみ回収日

心配ごと相談所
母車見学級③
妊婦

役場開庁日
当番医 山本内科 川内町北方 合66 -2066 
組大ごみ凶収日(指定場所へ101侍までに出して下さい。ï --1 
母親学級④ |受付 9:初-10:00 1 "'-,- "-, ^ bc'_ 1 

1 ::::: : ::: ::::: 1 ~] 
妊婦 |学級 10:00-1 2:30 1 

結核検診 ・ !怖がん検診 (30 日まで)

開I県民税第 1 Jt月納期限

水道料金納期限

ンレカ町民

所

まま64-2461 

t晶HfJ 
志、 j掌) 11

時日

17(日)

rJ 

内
‘υ
・

ゥ
，，

北青井小体育館受付 I~:00-14:30 1 9(刈

志志田 ~I'- '1二 尚北
�jjl: ì宅 野'
川 川窪 i自1) i拘1) IJ 1:11 

i可大瀧 L 八加入
野野野 居木 藤塚

丞 治仁dτ也t、 IE 俊
作稔 二 良重明

美光仁千 奈隼
徹

里毅美晃 i皮人

4 4 4 4 4 3 3 

8 7 6 3 2 30 28 

死

亡

(
お
悔
み
)

北 北 山 '-1二 志 III 住
野野之 i掌
附問内法1) )11 ;~ 所

;吉 東和l 小野 ìJÎt
氏|付村 FfI 111 村音11

X 
弘四 議 J;1- 11寺幸

名Hリ 郎総作忠

年
64 79 83 70 84 58 

f寸AヨE 

4 3 3 :l 3 3 要E
亡

4 30 27 26 22 22 
。コ
日

民会館

受付 1 3:30-14 ・ 00 I 
| 町 民会館

学級 1~:00- 1 5:30 1 

13:30-15:30 1 町長 会 館

合75-2232 

地 l支

受付 1 3:50- 1 4:00 1 上 林小体育館

受付川- 1 4 初|持志小体育館

13:00-15:001 役場会議室

民会館

受付 1 3:3ü-14:30 1 I゚] 

訟山市街梅本町

竺コ合

14:00- 1 4:301 町

2 1(村

23(士)

2 (火)

5 

月

3t水)

南吉井小体育館

南吉井小体育館

'゚64 -5400 

役場保健婦室

14 :00-14 :30 

13 :00-14 :00 

9 :00-11 :00 

4 (*1 

6 (J:l 

7 (日)

会館

叫

{
量
一

一
築
時
一

一
一
E

一

一AE
一

一場
…

T
'

一、
え

し

闘
関

-
A
Oly

ω

羽
一∞
一!
 

!
 

~
~

一日
h
一

1
 
1
 

川
d

H
H
-
AU
一

1
1

1

1
1
-
A
U
e
 

付
級

一仁

一

A
X
晶
子一じ
…

受付 1 3:30-lj ∞
I II/J 民

学級 I~ :∞ -15:30 

氏会館

8 (月)

lα'71<) 
6 

民会館13:00-14 :001 田]
ね

重信 町教育相談 室
民会館13:00-14:00 1 I゚J 12~鉛

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町ー教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さい。秘密は厳守します。

民会館

'゚64 -2152 

北吉井小体育館

令 主主亘~~耐
機河原

13 :00-14 :00 15(月)

11/ ] 民会館14:00-14:30 1 6(刈

月 日 相談員

6 稲荷善一

13 池}11 敏朗
5 
20 八木光秋

27 青井正史

3 大森敬子

10 近藤栄宏
6 
17 近藤良倍

24 稲荷善一

毎週水曜日日時

町長会館

上林公民館

13 : 30 -15 : 30 

13:00-14 :00 
1 7(梢

月

13 : 00 -1 7 : 00 

図書館 3 1惜所
話
場
電

町民会館

役場保健婦室

13:30-14 :30 

9:00-11 :00 

川内町南方

18(柄

20ω 
2 1(日)

22悶)
64-3437 

電話でもよいし、

直接来られでも

方法

合66-2226

地区

|山~~~~: t ::~:: j~i 議: 室受付 1 3:30- 1 4:00 
町民会館

学級 14 ・ω- 15:30

各

かまいません。

子供からの電話

も受付けていま

す。

民会~

25(村

28(日)

29伺)

27W 

区I也各

30(刈
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